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Yamauchi A,Yamamura M,Katase N,Tomonobu N,Kinoshita R,Sakaguchi M,Okamoto S: リンパ内皮細胞状のNOX4は
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
　非常勤講師

藤田修一・准教授 評議員 歯科基礎医学会

片瀬直樹・助教 学術評議員 日本病理学会

藤田修一・准教授 学術評議員 日本病理学会

片瀬直樹・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「癌はなぜ
早い時期からリンパ組織へ転移するのか。」

片瀬直樹・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「DKK3機能
ドメイン抑制ペプチドによる頭頸部癌制御」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

藤田修一・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「マルチパ
ラメトリックMRIを用いた高精度口腔癌リンパ
節転移予測法の確立」

永野健一・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「Runx2と
Wnt Signalingによる骨芽細胞分化・機能制御
の解明」

永野健一・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アミノ酸
センサーうま味受容体が担う悪性黒色腫の増
殖・浸潤・遠隔転移機構の解明」

藤田修一・准教授
非常勤講師（病理学・病理検査学・病態解
析学演習）

九州医学技術専門学校

片瀬直樹・助教 非常勤講師（病理学概論） 長崎医療技術専門学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

藤田修一・准教授 非常勤講師（病理学・口腔病理学） 長崎歯科衛生士専門学校
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